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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究は，冬の季節風に対して日本列島の狭隆部の風下側において，局地的に特に強く吹く伊吹お
ろしと鈴鹿おろしについて気侯学的な解析を行ったものである。気圧配置ごとにこれらの局地風の流
線解析，ならびに実態調査を行った。結果は以下の通りである。
　伊吹おろし，および鈴鹿おろしが吹く気圧配置は4通りに分類できる。すなわち，大陸からの高気
圧の張り出し状態と低気圧の中心位置，およびその示度によって分類できる。
　また，それぞれの気圧配置型は500mb面の上空の気圧場からも明らかである。すなわち，伊吹おろ
しの場合は気圧の谷が140一亙好Eに位置するのに対し，鈴鹿おろしの場合は玉30■3デE付近に位置
する。
　この2つの局地風の出現する時間は，冬季が中心であるが，伊吹おろしは主として11半旬から18半
旬，鈴鹿おろしは，72半旬から8半旬にかけてである。
　クロマツを指標として偏形樹の調査を実施した結果，濃尾平野では，平野北都を吹く西よりの風と
平野中心部を吹く北西の風，および平野西部の3河川に沿って吹く北北西の風の流れがあることが判
明した。また，主な流線に沿って配置した観測地点におげる風速計による測定では，上空850mb面に
おげる風速15一五8m／sの場合，地上で6m／S前後の強風域が玉0－15km間隔で現れた。この風下波動距
離は，スカラーの式から求めた理論的風下波動距離と一致する。すなわち，理論式による計算結果か
ら，伊吹山測侯所の風速が15m／sの時の風下波動距離は約王4km，また，18m／sの場合には約王6km
となる。世界的な風下波動距離は，長いもので15－30k竈α，短いもので5－8kmである。したがって，
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濃尾平野の風下波動距離は，世界の平均的な長い波長の場合に相当する。
審　　査　　の　　要　　旨
　この論文は，山脈の風下側に発達する局地風について，統計的な集計結果による記述，気圧配置と
対応づげた総観気侯学的な解析，偏形樹による詳しい風の流れの把握，主な風系に配置した観測点に
おげる風向・風速の詳しい観測などにより極めて詳細に研究したものである。特に，これまで同種の
ものと考えられていた伊吹おろしと鈴鹿おろしにいくつかの相異があることを発見した。例えぼ，こ
れらの局地風が最も強く吹く時間帯は，伊吹おろしは12時から16時の最高気温出現時刻を中心に現れ
るが，鈴鹿おろしは4時から6時の早朝に出現する。
　また，濃尾平野と伊勢平野の内におげる風の流線の局地的な差について明らかにし，周辺の地形お
よび河川の流路の方向との関違などを明らかにした。また，この2つの風下波動の波長が世界的な平
均値とほぼ一致することなどを明らかにした。
　以上，この論文は，局地現象である「おろし」を詳細に，考えられるすべての研究方法によって解
明し，世界的に共通する風下波動現象であることを明らかにした。
　以上の理由から，本論文は学位論文として高い評価を与えられる。
　よって，著老は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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